














要約;北海道の周産期医療圏を 6 つに分けその各々における現在の周産期医療の地域化の

実態を調査した。各診療圏において中心となる周産期施設が実質的基幹病院として機能し

ていることが確認された。産科母体搬送については機能分化、地域化が不十分と考えられ

る診療圏がある。


